
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人日本私学教育研究所 

令和4年度 私立学校若手教員全国研修会 

 私立学校中堅教員研修会 
西日本・大阪会場 実施案内 

主催 一般財団法人日本私学教育研究所 
後援 日本私立中学高等学校連合会／日本私立小学校連合会 

私学の強みを活かす探究学習 
～未来の学びをデザインする～ 

令和4（2022）年度より実施される高等学校学習指導要領において、キーワードになっている「探究学習」。 
変容する社会に生きる子どもたちに今、求められる課題解決能力等の育成に「探究学習」が有効とされています。
本研修会は、その効果を最大限に引き出すために必要不可欠な、教員の指導力のブラッシュアップを図り、 
私立学校だからこそ可能な探究学習とは何か、学ぶ機会といたします. 
 

会期・会場 

【西日本・大阪会場】  

令和4年9月 16日（金）・17 日（土）  

新大阪丸ビル別館 「H」会議室 
〒533-0033 大阪市東淀川区東中島 1-18-22  

（JR 新大阪駅東口より徒歩2分） 

募集定員 

若手教員全国研修会 ： 50 名 

中 堅 教 員 研 修 会 ： 50 名 
参加対象 

  都道府県私学協会に加盟する全国の私立小学校・中学校・高等学校・中等教育学校に在職する 

若手教員（経験年数5～10年程度）、中堅教員（経験年数 10～20年程度）で、 

学校長が推薦する者。 

参 加 費 

各研修会 15,000円（昼食2回含む） 

★勤務校の所在地に関わらずご参加いただけます。 
★本研修会は、同じプログラムで下記2会場でも開催いたします。 
【南日本・大阪会場】令和4年8月 19日（金）・20日（土）／リファレンス駅東ビル貸会議室 「H-2」会議室 
【東日本・東京会場】令和 4年 10月 14日（金）・15 日（土）／フクラシア品川クリスタル（港南） 「G」会議室 

★宿泊のご用意はいたしておりませんので、必要な方は各自でご手配下さい。 

https://merinoria.co.jp/bekkan/


 

実施日程 ※時間は目安です。運営の都合上、一部変更する場合があります。 

 時間 プログラム 

初日 

 

9/16 

 

9:00- 

9:45 
受付 

9:45-

10:25 
開会式 所長メッセージ 平方 行 日本私学教育研究所所長     

 若手・中堅合同 

10:30-

11:30 

研修 1 

講義 「私学人の品格」 

講師 鈴木康之 水戸女子高等学校理事長・校長 

 若手・中堅合同 

11:40- 

12:30 

研修2 

講演 「世界の探究学習の今」 

講師 林  寛平 信州大学大学院教育学研究科准教授 

ワーク 「各校の(探究)授業の現状」 

進行・ファシリテーター 広石英記 東京電機大学副学長 

 休憩 

 若 手 中 堅 

13:30- 

16:45 

研修3 研修3 

講義＆ワーク  

「探究学習のサポートの要点」 

講師 広石英記 東京電機大学副学長 

講義＆ワーク 

「探究学習の質を高める 『問い』 とは？」 

講師 伊藤貴昭 明治大学文学部准教授 

2日目 

 

9/17 

 

 若 手 中 堅 

9:00- 

12:15 

研修4 研修4 

講義＆ワーク 

「情報活用型PBLではじめる教科で探究する学び」  

講師 稲垣 忠 東北学院大学文学部教授 

講義＆ワーク 

「建学の精神を活かす探究学習のデザイン」 

講師 広石英記 東京電機大学副学長 

 休憩 

 若手・中堅合同 

 研修5 

13:15- 

16:15 

講義＆ワーク 

 「私学の強みを活かす探究学習～未来の学びをデザインする～」 

ファシリテーター 広石英記 東京電機大学副学長 

16:30- 
16:45 

閉会式 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師プロフィール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鈴木 康之 氏（SUZUKI, Yasuyuki） 
水戸女子高等学校理事長・校長。茨城県私学協会会長。日本
私立中学高等学校連合会常任理事。水戸女子高等学校教諭、
副校長を経て平成10年39歳の若さで校長に就任。平成21年
より理事長・校長となる。 
同校は、昭和 6 年（1931 年）に「社会に貢献する女性の育成」
の建学精神の下、茨城県初の女子の商業学校として開校。 
生徒・保護者・教職員から圧倒的な支持を誇る鈴木理事長・
校長先生の講演は必聴。ハワイ出身。 

 

伊藤 貴昭 氏（ITO, Takaaki） 
明治大学文学部准教授。専門は教育心理学。教職課程を

担当し、教員志望の学生を指導する傍ら、説明活動が理解に与
える影響とその認知メカニズムの解明について、また教室におけ
る説明活動のプロセスと特徴について研究している。著書に『発
達と学習』（分担執筆）（学文社 2018）、『教師のための説明
実践の心理学』（分担執筆）（ナカニシヤ出版 2019）などが
ある。 

 

稲垣  忠 氏（INAGAKI, Tadashi） 
東北学院大学文学部教育学科教授・学長特別補佐。専門は

教育工学、情報教育。東北学院大学教養学部教授などを経て、
2018年より現職。文部科学省 ICT活用教育アドバイザー委員、
同省「児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究」企画
推進委員、経済産業省「未来の教室」実証事業教育コーチ等を
務める。最新著書に『ICT 活用の理論と実践-DX 時代の教師を
めざして-』（北大路書房、2021）などがある。 

昨年度の研修会の様子・ご参加いただいた方の感想 

 

林 寛平 氏（HAYASHI, Kampei） 
 信州大学大学院教育学研究科准教授、ウプサラ大学教育学部
客員研究員。専門は比較教育学、教育政策学、教育行政学。
2020 年度日本教育学会奨励賞受賞。 スウェーデンと日本で
教員経験があり、グローバルな教育政策と教室での実践がどの
ように影響し合っているか、また先進国が競って取り組む「教育の
輸出」の国家戦略など、世界の教育動向について研究している。   

著書『北欧の教育最前線』（明石出版 
2021）などがある。 

 

広石 英記 氏（HIROISHI, Hideki） 
東京電機大学副学長・工学部人間科学系列教授。専門は教育学
（教育哲学・教育方法学）。大学では副学長兼教育改善推進室長とし
て、大学全体のカリキュラムマネジメントや、2000 名の新入生を対象
としたアクティブ・ラーニング授業を担当。また教職課程も担当し、数
学、理科、情報、技術、工業などの現職教員 200 名を輩出。最新著書
には『学びを創る・学びを支える』（一藝社、2020）や『理工系大学
でどう学ぶ』（東京電機大学出版局、2020）などがある。 
研究テーマは、「PBL 型探究学習の研究」で、海外の先進的 PBL
実践校に訪問調査を重ねるとともに、特定非営利法人日本PBL研究
所の理事も務めPBLの普及に努めている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申込方法＆注意事項 

【参加申込方法】 
１．参加申込書に必要事項を記入し、下記「送付先」へ FAX送信またはご郵送下さい。 

〈送付先〉 一般財団法人日本私学教育研究所 若手・中堅教員研修係 
〒１０２-0073 東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷 UNビル６階 

Tel 03-3222-1621 Fax ０３-3222-1683 Email：koushin-master@shigaku.or.jp 
ホームページ https://www.shigaku.or.jp/

申込締切日： 9月 2日(金) 

２．参加申込書受付後、参加確認証・参加費払込取扱票（コンビニ払込用紙）を学校長様宛に郵送いたします。払込取扱票を
ご利用の上、払込期限までに参加費をお振り込み下さい。なお、参加費の領収書は「払込受領書」をもって代えさせていただき
ますので、大切に保管して下さい。参加確認証は、研修会当日に受付にご提示下さい。 
【注意事項】 
１ ．申込後、２週間後以内に参加確認証等が届かない場合は、必ずお電話にてご確認下さい。 
２．参加申込み後のキャンセル等につきましては、メールまたは FAXにて当研究所へご連絡下さい。 
３．参加申込み後のキャンセルの取扱いにつきましては、以下の通りとさせていただきます。 

開催日１週間前までのご連絡 

９月 ９日 （金 ） まで 事務手数料 1,000円を差引いた参加費を返金いたします。 

開催日まで 1週間を過ぎてからのご連絡 参加費の返金はできません。 
研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。参加費未払いの場合は、

キャンセル料として全額（15,000 円）を申し受けます。天変地異や自然災害等に

よるキャンセルの場合は、状況により対応しますのでご相談下さい。
９月 10日（土） 以降 

【新型コロナウイルス感染症対策について】 
当研究所は、主催する研修会の開催運営において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防対策を講じて、参加者・

主催者・運営スタッフの安全確保に努めてまいります。各種研修会については、以下のとおり対応いたします。 

〈開催について〉 ○当研究所が主催する研修会は原則として対面式で行います。
○ただし、状況次第で「延期」または「中止」することもありますが、その際は実施の概ね 2 週間前までに
決定いたします。
○今後の感染拡大状況によっては、研修内容の見直しを行う場合があります。
○いずれの場合もホームページでお知らせいたしますので、随時ご確認下さい。

〈皆様へのお願い〉 ○会期中はマスク等の着用、咳エチケット、手洗い及び手指の消毒、社会的距離の確保にご協力下さい。
○当日37．5度以上の熱のある方、体調のすぐれない方などは出席をお断りする場合があります。
その際は研修会資料等の発送をもって代えさせていただきます。

○参加費の返金・キャンセル料の取扱いについては、各研修会実施案内をご確認下さい。
○受付時に「体調管理チェックシート」をご提出いただく場合があります。

〈会場での対策〉 ○受付での検温及び手指の消毒、会場・備品の消毒・換気、座席の間隔を広げ人と人との距離をとるなど
密閉、密集、密接の回避に努めます。

○必要に応じて飛沫防止パーティション等を設置します。
○講師並びに運営関係者・スタッフはマスク等を着用するなど感染防止に努めます。
○座席は指定席とします。

〈感染者等が発生
した場合の対応〉 

○新型コロナウイルス感染が疑われる研修会参加者・関係者が発生した場合は、保健所等の公的機関に
協力し、必要な情報提供を行います。

★申込は先着順といたします。募集人数を越えた場合は、期日前でも締切となる場合があります。

★申込締切の場合は当研究所ホームページでお知らせいたします。

【アクセス情報】 

新大阪丸ビル別館
〒533-0033 大阪市東淀川区東中島 1-18-22 
 JR 新大阪駅東口より徒歩 2分 

【個人情報の取扱いについて】 
当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・

保護の上、その取扱いについては、法令その他の規範を遵守し、
細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報
は、参加確認証および研修会参加のために必要な書類の送付、
実施要項の名簿の作成、当研究所の各種研修会開催等の情報の
送付、また何らかの理由で研修会に参加される先生方に連絡する
必要が生じた場合のみに利用します。 

【傷害保険について】 
当研修期間中の参加者等の傷害保険には加入いたしませんので

ご承知おき下さい。 

https://www.shigaku.or.jp/
mailto:koushin-master@shigaku.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信先：日本私学教育研究所 行      FAX番号 03-3222-1683        【申込締切日：9月2日(金)】  

令和4年度 私立学校若手教員全国研修会・中堅教員研修会 【西日本・大阪会場】 

参加申込書 
★太枠線内に必要事項を記入または該当する事項に○をして下さい。 

★「※」の項目は、実施要項の参加者名簿に記載いたします。その他は当研究所にて調査のため使用します。 

★申込は 1名様 1枚にてご記入いただき、複数名お申込みいただく場合には、用紙をコピーしてご使用下さい。 

下記いずれかの参加ご希望の研修会に○をつけて下さい。 

若手教員全国研修会  

No.210(          ) 

または 
中堅教員研修会 

No.260(          ) 

※都道府県名 
 

※学校名                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
 

学校所在地 〒 

 
                             TEL               FAX 
 ふ り が な 

※参加者氏名 

 

性別 (         ) 

年齢 (      ) 

緊急連絡先（携帯電話番号など） 

職名 ○で囲んで下さい。 

教諭 ・ 講師（常勤・非常勤） 

※教科 

 

校務分掌（委員会） 

 

教職経験の有無（職名を問わず）  

現勤務校に今年度で (     年目)・一年未満 

それ以前に、私立学校    年・公立学校     年 勤務 

教職以外の就業経験 

 

有 （   年間） ・  無 

現在のクラス担任  

  有 （ 小 ・ 中 ・ 高   年生） ・  無 

現在担当のクラブ活動 

有（         ）・ 無 

メールアドレス : 当研究所からの研修会案内等のメール配信希望の方は、メールアドレスをご記入下さい。（携帯電話のメールは不可） 

【通信欄】 

 

一般財団法人 日本私学教育研究所 御中 

令和4年   月   日 

  上記の通り申し込みます。 

                                          学校長氏名                          ㊞                                               

 


